
　梨は、冬に剪定し、春に花粉交配を行い、梅雨から夏に摘果・消毒等を行い、
ようやく秋に収穫する果物です。1年間、丹精込めて作った梨を食べて喜んで
頂けると今までの苦労も吹っ飛びます！生産数が減っている利府梨を後世に継承
していくためにも、実りの秋をモチベーションに今後も梨作りに励んでいきたい
と思います。農家出身ではない僕が、利府梨で生計を立て、農家は楽しい・かっこ
いい！ということを体現することができれば、担い手の需要喚起にもつながると
信じています。
　来年の4月に、本格的に利府町の梨農家として、「利府おもて梨園」という屋号で
新規就農します。利府梨の生産数増に転換できるよう、新しいチャレンジを沢山
していきたいと思います。「利府おもて梨園」、「金の利府梨カレー」共々、末永く
よろしくお願いします！

　過日次のような記事が掲載されていました。「日銀
が25日発表した資金循環統計によると、2020年度末
の個人（家計部門）の金融資産残高は前年度末比7.1％
増の1946兆円となり、過去最高を更新した。」
　1946兆円の個人の金融資産も驚きですが、その
内訳にはもっと衝撃的で「現金・預金が5.5％増の
1056兆円。株価上昇で株式等は32.1％増の195兆
円と大幅に増え、投資信託は33.9％増の84兆円と
過去最高となった。」国と地方の「借金」と呼ばれる額
をゆうに超える「資産」を国民は保有している、しかも
現金、貯金で1000兆円を超える額を有していると。
　若者の貧困、老後の資金不足がある反面、1億円
以上保有している富裕層は、2011年以降81万世帯
から132.7万世帯に増えています（2019年）。多くの
資金が貯金に回り（10万円の特別定額給付金も）、
手持ちの現金や貯金に据え置かれている現状は、国が
「お金、健康、孤独」という高齢者の不安に十分対応

しきれていない事の証左であります。富のほとんどは
高齢者、そして三大都市圏に集中しているという調査
もあります。
　つまり日本の富は世代、そして地域的に偏在して
います。その偏った富を全国に広げるのが「ふるさと
応援寄附金」の役割という事です。ふるさと納税は菅
前総理の総務大臣時代、大臣肝いりで始まった政策
です。我町も恩恵を受けていて、昨年度は2億円を
超えるご寄附をいただきました。今年はより多く
ご寄附をいただいて住民サービスにつなげたいと
意気込み、返礼品のラインナップも充実の品ぞろえ
です（詳細はホームページをご覧ください）。
　大変長くなってしまいましたが、町外のご友人知人
に利府町の「ふるさと納税」をご紹介、おすすめくだ
さい！
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